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明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
開
業
し
た
三
井
物
産
は
、
政
府
米
や
官
営
三
池
炭
鉱
の
石
炭
取
扱
業
務
等
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
政
府
御

用
商
売
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
に
支
え
ら
れ
て
不
安
定
な
創
業
期
を
乗
り
切
り
、
明
治
半
ば
に
は
御
用
商
売
か
ら
軸
足
を
民
間
商
売
に
乗
り

換
え
、
明
治
二
〇
年
代
末
に
は
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
総
合
商
社
体
制
の
原
型
を
構
築
し
た
。
そ
の
後
も
、
明
治
末
期
に
は
三
井
物
産
一

社
で
日
本
全
体
の
貿
易
額
の
五
分
の
一
以
上
を
取
り
扱
う
ま
で
に
巨
大
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
井
物
産
は
海
外
貿
易
の
み
な
ら
ず
国
内

流
通
で
も
重
要
な
地
位
を
占
め
、
ま
さ
に
戦
前
期
の
日
本
経
済
に
君
臨
し
た
企
業
で
あ
っ
た（

１
）。

　

こ
の
よ
う
な
重
要
性
を
も
つ
三
井
物
産
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
人
員
が
勤
務
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
近
年
か
な
り
研
究
が

進
展
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
も
っ
ぱ
ら
明
治
中
後
期
以
降
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
り（
２
）、
草
創
期
の
人
員
に
関
す
る
も
の
は
あ
ま
り
な

い
。
筆
者
は
か
つ
て
三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
に
関
す
る
拙
稿
を
し
た
た
め
た
こ
と
が
あ
る（

３
）が
、
そ
れ
は
草
創
期
海
外
店
舗
の
支
配
人
に

焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
井
物
産
が
草
創
期
に
海
外
支
店
を
急
展
開
し
た
の
は
、
明
治
一
一
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
の
時
期
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で
あ
り
、
そ
れ
は
輸
出
増
進
に
よ
っ
て
正
貨
獲
得
を
目
指
す
、
い
わ
ゆ
る
大
隈
財
政
期
に
あ
た
る
。
三
井
物
産
に
対
し
て
、
明
治
政
府
か

ら
海
外
支
店
開
設
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
に
わ
か
仕
立
て
で
設
け
ら
れ
た
草
創
期
海
外
支
店
の
支
配
人
と
し
て
、
三
井
物
産
は
万

国
博
覧
会
の
出
展
業
務
の
た
め
、
あ
る
い
は
領
事
館
員
と
し
て
渡
航
・
駐
在
し
た
経
験
が
あ
る
者
な
ど
を
積
極
的
に
ス
カ
ウ
ト
し
て
派
遣

し
て
い
た
。
そ
し
て
商
法
講
習
所
や
慶
應
義
塾
な
ど
の
学
校
卒
業
者
を
も
、
そ
れ
ら
の
支
配
人
の
も
と
に
派
遣
し
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が

現
地
で
育
っ
て
く
る
と
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
支
配
人
の
任
務
は
そ
れ
ら
学
校
卒
業
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
を
そ
こ
で
は
指
摘
し
た
。

　

だ
が
三
井
物
産
の
貿
易
業
務
は
、
そ
れ
ら
の
海
外
支
店
の
み
な
ら
ず
日
本
国
内
の
開
港
場
な
ど
の
港
湾
都
市
で
も
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
こ
で
取
引
相
手
と
な
る
外
商
が
日
本
語
を
使
っ
て
く
れ
る
の
な
ら
ば
よ
い
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
ろ
う
か

ら
、
日
本
国
内
店
舗
に
も
外
国
語
の
話
せ
る
人
材
が
一
定
程
度
、
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
点
も
含
め
て
、
小
稿
は
、
海
外
店
舗
の
み
な
ら
ず
国
内
店
舗
も
含
め
た
う
え
で
、
草
創
期
三
井
物
産
に
は
ど
の
よ
う
な
人

員
が
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
た
る
課
題
と
す
る
。
三
井
物
産
は
後
述
の
ご
と
く
、
先
収
会
社
、

三
井
組
国
産
方
と
い
う
二
つ
の
組
織
が
合
流
し
て
成
り
立
っ
た
の
で
あ
り
、
三
井
組
国
産
方
か
ら
三
井
物
産
に
入
っ
た
人
員
に
つ
い
て

は
、
右
で
述
べ
た
拙
稿
で
も
す
で
に
具
体
的
な
人
名
を
あ
げ
て
紹
介
し
た
が
、
先
収
会
社
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
人
員
が
い

て
、
ま
た
三
井
物
産
に
入
っ
た
も
の
は
ど
れ
く
ら
い
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
も
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

  

筆
者
は
、
幸
い
こ
れ
ら
の
事
柄
の
一
部
を
示
す
史
料
を
何
点
か
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
で
は
そ
れ
ら
の
史
料
を
提
示
し
な
が

ら
、
上
記
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
第
一
節
で
ま
ず
は
、
明
治
九
年
の
三
井
物
産
の
成
立
事
情
を
確
認
し
て
か
ら
、

第
二
節
以
降
で
本
論
に
入
る
こ
と
に
し
た
い
。
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一　

三
井
物
産
の
生
成
事
情（

４
）

　

三
井
物
産
は
二
つ
の
組
織
を
前
身
と
し
て
も
つ
。
一
方
は
先
収
会
社
で
あ
り
、
他
方
は
三
井
組
国
産
方
で
あ

る
が
、
三
井
物
産
の
成
立
過
程
は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
（
第
１
図
参
照
）。

　

明
治
四
年
末
、
岩
倉
具
視
、
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
ら
の
政
府
首
脳
が
日
本
史
上
有
名
な
岩
倉
使
節
団
と

し
て
大
挙
し
て
欧
米
に
向
け
出
発
し
た
の
ち
、
政
府
運
営
は
三
条
実
美
、
西
郷
隆
盛
、
井
上
馨
、
大
隈
重
信
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る
留
守
政
府
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
木
戸
孝
允
や
伊
藤
博
文
と
い
う
長
州
閥

筆
頭
格
が
使
節
団
員
と
し
て
洋
行
中
で
あ
っ
た
た
め
、
井
上
馨
が
留
守
政
府
内
で
長
州
閥
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
し

て
、
特
に
財
政
面
で
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
。
そ
し
て
明
治
六
年
、
政
府
内
で
財
政
縮
減
を
主
張
し
、
各
省
に
予
算

を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
を
求
め
た
大
蔵
省
の
大
蔵
大
輔
井
上
馨
は
、
政
府
内
で
の
抵
抗
勢
力
と
対
立
し
た
。

特
に
司
法
卿
江
藤
新
平
と
の
確
執
は
激
し
く
、
つ
い
に
井
上
馨
は
六
年
五
月
に
政
府
を
去
る
に
い
た
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
井
上
馨
に
才
能
を
見
い
だ
さ
れ
て
、
旧
幕
臣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
政
府
・
大
蔵
省
の
造
幣
権
頭
に
登

用
さ
れ
て
い
た
益
田
孝
も
、
井
上
に
随
従
し
て
職
を
辞
し
た
。

　

政
府
を
去
っ
た
井
上
馨
は
起
業
を
志
し
、
旧
知
の
仲
に
あ
っ
た
商
人
岡
田
平
蔵
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
明
治
六
年
秋
、
東
京
鉱
山
会
社
を
設
立
す
る
。
こ
こ
で
の
鉱
山
経
営
に
加
え
、
貿
易
に
も
進
出
を
図
ろ
う
と
、

鉱
山
会
社
を
拡
大
す
る
か
た
ち
で
新
会
社
で
あ
る
岡
田
組
が
明
治
七
年
一
月
に
設
け
ら
れ
た
。
会
社
の
ト
ッ
プ

は
井
上
馨
が
総
裁
、
岡
田
平
蔵
が
社
長
、
頭
取
は
益
田
孝
と
い
う
陣
容
で
あ
り
、
資
本
金
一
五
万
円
の
う
ち

八
万
円
を
岡
田
平
蔵
と
そ
の
義
弟
岡
田
平
馬
が
、
三
万
円
を
井
上
馨
が
、
残
り
の
四
万
円
を
横
浜
在
留
の
ア
メ

第 1図　先収会社・三井物産・三井組国産方の関係

明治 7年 1月 1日 明治 7年 3月１日 明治 9年 7月 1日

岡田平蔵・岡田平馬 明治 7年 8月末
井上馨・益田孝ら 三井組国産方

岡田組 先収会社 三井物産会社→ →
明治 9年 11月 15日合併
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リ
カ
商
社
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
（
以
下
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
）
が
出
資
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
が
出
資
者
と
し

て
加
わ
っ
た
の
は
、
益
田
孝
が
か
つ
て
大
蔵
省
入
り
す
る
以
前
に
、
横
浜
の
別
の
ア
メ
リ
カ
商
社
で
あ
る
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
に

勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
際
、
益
田
は
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
長
崎
支
店
長
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ル
ウ
ィ
ン
と
知
り
合
い

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
ア
ル
ウ
ィ
ン
は
同
商
会
を
退
社
し
て
独
立
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
パ
ー
ト
ナ
ー

を
組
ん
で
、
横
浜
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
を
設
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
勤
務
時

代
か
ら
ア
ル
ウ
ィ
ン
が
益
田
孝
と
旧
知
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
の
働
き
か
け
で
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
が
岡
田
組
に
出

資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
て
岡
田
組
は
発
足
し
た
も
の
の
、
そ
の
発
足
直
後
に
岡
田
平
蔵
が
急
死
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
岡
田
組
は
い
っ
た
ん

解
体
し
、
岡
田
家
の
出
資
分
、
鉱
山
業
務
の
一
切
を
岡
田
家
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
岡
田
家
と
の
関
係
を
絶
ち
、
事
業
を
縮

小
し
た
上
で
明
治
七
年
三
月
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
が
先
収
会
社
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
先
収
会
社
は
総
裁
井
上
馨
の
も
と
、
東
京
本
店
と
大
阪
店
を
中
心
に
、
必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に
大
津
支
社
と
い
う
よ
う
な
出
張
店

を
設
け
た
よ
う
で
あ
る
。
東
京
本
店
頭
取
に
は
益
田
孝
が
、
そ
し
て
大
阪
店
頭
取
に
は
井
上
馨
と
同
郷
の
長
州
出
身
の
吉
富
簡
一
が
就
い

た
。

　

東
京
本
店
は
、
井
上
馨
の
明
治
政
府
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活
か
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
ラ
シ
ャ
や
銃
な
ど
を
陸
軍
へ
納
入

す
る
業
務
を
中
心
と
し
、
他
に
も
東
北
米
の
買
い
付
け
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
取
引
に
従
事
し
た
。
大
阪
店
の
ほ
う
も
、
井
上
馨
の
郷
里
山

口
県
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活
か
し
て
、
山
口
県
で
生
産
・
集
荷
さ
れ
て
大
阪
に
回
漕
さ
れ
て
き
た
米
を
は
じ
め
、
紙
、
蠟
、
茶
な
ど
の

産
物
を
も
荷
受
け
し
て
売
り
捌
く
こ
と
を
中
心
業
務
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
は
、
総
裁
井
上
馨
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
大
き
く
依
存
す
る
か
た
ち
で
、
明
治
政
府
や
山
口
県
庁
周
辺
か
ら
商
売
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上
で
有
用
な
情
報
を
得
な
が
ら
、
経
営
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
八
年
九
月
の
江
華
島
事
件

―
朝
鮮
の
江
華
島
近
辺
を

日
本
の
軍
艦
が
測
量
中
に
朝
鮮
側
か
ら
砲
撃
が
加
え
ら
れ
、
日
本
側
が
こ
れ
に
応
じ
て
兵
士
を
上
陸
さ
せ
て
軍
事
的
衝
突
と
な
っ
た
も
の

―
に
際
し
て
も
、
政
府
に
電
信
で
入
っ
て
く
る
情
報
を
、
益
田
孝
は
他
の
商
人
に
先
駆
け
て
い
ち
早
く
入
手
し
、
米
価
高
騰
を
見
越
し

て
大
量
の
米
を
先
物
市
場
で
買
い
付
け
て
利
益
を
得
て
い
る（

５
）。

　

こ
の
江
華
島
事
件
の
事
後
処
理
の
た
め
に
、
政
府
は
黒
田
清
隆
を
特
命
全
権
大
使
と
す
る
使
節
を
朝
鮮
に
派
遣
し
よ
う
と
計
画
す
る

が
、
下
野
し
て
い
た
井
上
馨
に
、
使
節
の
副
使
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
、
こ
れ
を
機
に
井
上
は
政
府
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

先
収
会
社
の
経
営
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
も
の
の
、
明
治
九
年
に
入
っ
て
会
社
ト
ッ
プ
の
井
上
が
政
府
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
先

収
会
社
は
解
散
す
る
こ
と
に
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
同
年
四
月
ご
ろ
、
ま
さ
に
先
収
会
社
が
解
散
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
当
時
、
政
府
米
の
売
買
や
輸
出
業
務
の
担
い
手
を

探
し
て
い
た
大
蔵
卿
大
隈
重
信
、
お
よ
び
三
井
組
番
頭
の
三
野
村
利
左
衛
門
が
先
収
会
社
東
京
本
店
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
益
田
孝
に
目

を
付
け
、
益
田
に
先
収
会
社
の
人
員
を
引
き
連
れ
て
三
井
組
内
で
商
事
会
社
を
経
営
す
る
よ
う
盛
ん
に
説
得
工
作
を
重
ね
、
益
田
も
こ
れ

に
折
れ
て
、
明
治
九
年
六
月
（
会
社
登
記
上
は
七
月
）
か
ら
益
田
孝
を
総
括
（
の
ち
に
社
長
と
改
称
）
と
し
て
三
井
物
産
会
社
が
い
よ
い
よ
開

業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
三
井
家
に
と
っ
て
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
祖
業
た
る
呉
服
商
売
が
永
ら
く
不
振
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
不
振
が
本
業
た
る

金
融
業
に
累
を
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
、
明
治
五
年
に
呉
服
商
売
の
ほ
う
は
家
業
か
ら
切
り
離
し
、
三
越
家
と
い
う
新
た
に
設
け
た
家
の
事
業
と

し
て
切
り
替
え
、
表
面
上
、
三
井
家
の
事
業
と
は
無
関
係
で
あ
る
よ
う
に
装
っ
て
い
た
。
そ
し
て
三
井
家
の
主
業
は
銀
行
業
で
行
く
こ
と

と
さ
れ
、
三
井
物
産
の
成
立
と
同
時
期
に
三
井
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。
後
に
三
井
財
閥
の
中
心
的
企
業
と
な
る
三
井
物
産
も
、
明
治
九
年

の
発
足
当
初
に
は
、
ま
だ
好
業
績
を
出
せ
る
か
ど
う
か
不
確
定
で
あ
っ
た
た
め
、
呉
服
商
売
同
様
こ
の
三
井
物
産
も
三
井
家
と
は
無
関
係



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
〇
八　
（
一
三
〇
七
）

で
あ
る
と
い
う
体
裁
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た（
６
）。

　

明
治
九
年
六
月
の
三
井
物
産
発
足
時
、
三
井
組
に
は
国
内
諸
産
物
お
よ
び
海
外
輸
出
業
務
も
手
が
け
る
三
井
組
国
産
方
と
い
う
部
署
が

あ
っ
た
。
国
産
方
は
、
上
記
の
呉
服
商
売
の
三
越
と
も
一
部
関
係
を
有
し
て
、
明
治
七
年
八
月
末
に
開
業
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

三
井
物
産
と
国
産
方
は
業
務
が
大
き
く
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ゆ
え
に
、
明
治
九
年
一
一
月
に
両
社
は
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ

に
さ
ら
に
旧
三
越
滞
貸
金
取
立
方
の
五
名
も
が
合
流
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
三
井
物
産
は
、
明
治
九
年
六
月
に
益
田
孝
が
先
収
会
社
人
員
の
一
部
を
引
き
連
れ
て
ま
ず
設
立
さ
れ
た
の
ち
、
そ

こ
に
三
井
組
国
産
方
お
よ
び
旧
三
越
滞
貸
金
取
立
方
が
同
年
一
一
月
に
合
流
す
る
か
た
ち
で
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二　

先
収
会
社
の
人
員

　

先
収
会
社
に
つ
い
て
は
、
体
系
だ
っ
た
か
た
ち
で
編
集
さ
れ
た
「
社
員
人
名
録
」
の
類
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
だ
が
大
阪
店
に
つ
い

て
は
、【
史
料
１
】
の
よ
う
な
明
治
八
年
一
月
下
旬
段
階
で
の
人
名
録
的
な
も
の
が
三
井
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
１
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
記
課

一　

月
給
五
十
円　
　
　
　
　

森
清
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
定
課

一　

○
二
十
円　
　
　
　
　
　

吉
益
尚
房



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
〇
九　
（
一
三
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
納
課

一　

○
二
十
二
円　
　
　
　
　

川
宮
三
六

一　

○
七
円　
　
　
　
　
　
　

鮎
川
弥
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
買
課

一　

○
二
十
五
円　
　
　
　
　

増
田
幸
七

一　

○
二
十
五
円　
　
　
　
　

阪
本
平
助

一　

○
十
五
円　
　
　
　
　
　

児
島
嘉
助

一　

○
十
五
円　
　
　
　
　
　

山
口
精
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
庫
課

一　

○
八
円　
　
　
　
　
　
　

金
子
弥
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
務
課

一　

○
十
円　
　
　
　
　
　
　

大
槻
冨
太
郎

一　

○
十
五
円　
　
　
　
　
　

吉
田
仲
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
イ
者

一　

○
三
円　
　
　
　
　
　
　

田
中
政
兵
衛

一　

○
三
円　
　
　
　
　
　
　

木
村
新
七

一　

○
二
円
二
十
銭　

子
供　

藤
井
梅
吉

一　

○
壱
円
七
十
五
銭　

○　

久
富
啓
太
郎



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
一
〇　
（
一
三
〇
五
）

一　

○
壱
円
十
銭　
　
　

○　

福
井
尚
吉

一　

○
壱
円
十
銭　
　
　

○　

牧
田
常
吉

一　

○
二
円
二
十
銭　

下
男　

山
内
留
吉

　
　
　
　

右
大
阪
社
人
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
支
社

一　

○
二
十
五
円　
　
　
　
　

岡
嶌
鴻
一
郎

一　

○
十
五
円　
　
　
　
　
　

秋
本
弘
輔

右
一
月
廿
三
日
取
極
候
也

　
　
　
　

一
月
廿
三
日　
　

頭
取
席（

７
）

　

こ
の
【
史
料
１
】
は
各
人
の
月
給
額
も
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
阪
店
内
で
の
序
列
が
子
供
（
い
わ
ゆ
る
丁
稚
）
ま
で
含
め
て
わ
か

る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
で
大
阪
店
に
は
頭
取
の
吉
富
簡
一
の
ほ
か
一
九
名
、
さ
ら
に
大
阪
店
の
出
張
店

と
し
て
の
大
津
支
社
に
二
名
が
い
た
こ
と
、
ま
た
子
供
（
丁
稚
）
の
上
に
「
若
イ
者
」
二
名
、
さ
ら
に
雑
用
を
こ
な
す
下
男
が
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。

　

一
方
、
東
京
本
店
に
つ
い
て
は
、
三
井
文
庫
所
蔵
の
先
収
会
社
帳
簿
（L

E
D

G
E

R

）
の
中
に
、
先
収
会
社
が
が
ま
さ
に
解
散
し
よ
う
と

し
て
い
た
明
治
九
年
二
月
末
、
解
散
に
際
し
て
、
解
散
時
以
前
の
慰
労
も
含
め
て
の
賞
与
的
な
「
慰
労
金
」「
手
当
金
」
が
配
分
さ
れ
た

と
き
、
だ
れ
に
い
く
ら
が
配
分
さ
れ
た
を
記
し
た
部
分
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
東
京
本
店
に
い
た
者
の
人
名
が
具
体
的
に
わ
か
る
。

一
部
、
大
阪
店
の
者
も
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
該
当
部
分
を
以
下
に
【
史
料
２
】
と
し
て
示
し
て
お
く
（
原
史
料
で
は
慰
労
金
、
手
当
金
の



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
一
一　
（
一
三
〇
四
）

金
額
も
含
め
た
記
録
は
横
書
き
で
算
用
数
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
漢
数
字
で
表
記
し
た
）
（
８
）。

【
史
料
２
】

　

明
治
九
年
二
月
二
七
日

明
治
七
年
課
長
慰
労
金
ト
シ
テ
雲
行
兼
治
江
遣
ス　

七
〇
円

同
断
三
百
六
十
円
ノ
内
貸
金
三
百
五
十
円
差
引
残
り
櫻
井
邈
江
遣
ス　

一
〇
円

明
治
七
年
中
純
益
金
ノ
内
大
阪
支
店
社
員
江
分
賦
金
ト
シ
テ
遣
ス
分
同
断
江
回
ス　

一
四
〇
二
円

同
年
中
課
長
慰
労
金
ト
シ
テ
三
百
六
十
円
櫻
井
江
遣
ス
ヘ
キ
所
、
前
書
ノ
金
高
同
人
江
貸
金
有
之
ニ
付
、
貸
借
勘
定
江
回
ス
、
但
十
円
ハ
正

金
ニ
テ
渡
ス　

三
五
〇
円

同
断
慰
労
金
ト
シ
テ
堀
精
照
江
遣
ス
ヘ
キ
所
、
同
人
江
貸
金
有
之
ニ
付
、
貸
借
勘
定
江
回
ス　

二
八
〇
円

　

二
月
二
八
日

同
断
吉
田
仲
規
江
遣
ス
ベ
キ
処
、
同
人
江
貸
金
ノ
分
百
○
三
円
六
十
銭
差
引
、
残
三
十
六
円
四
十
銭
大
阪
江
送
ル　

但
、
日
記
帳
ニ
明
記
ス

一
四
〇
円

同
断
慰
労
金
ト
シ
テ
古
谷
龍
三
江
遣
ス　

一
四
〇
円

〃　
　
　

〃　
　
　

伊
東
彦
七　

〃　
　
　

三
七
円
五
〇
銭

〃　
　
　

〃　
　
　

中
泰
輔　

〃　
　
　
　

八
〇
円

〃　
　
　

〃　
　
　

早
川
忠
七　

〃　
　
　

四
〇
円
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一
一
二　
（
一
三
〇
三
）

〃　
　
　

〃　
　
　

出
口
保
三　

〃　
　

一
七
五
円

〃　
　
　

〃　
　
　

馬
越
恭
平　

〃　
　

五
〇
〇
円

〃　
　
　

〃　
　
　

平
田
喜
十
郎
江
三
百
円
遣
ス
ヘ
キ
所
、
同
人
江
前
書
ノ
金
高
貸
金
有
之
ニ
付
、
貸
借
勘
定
江
回
ス　

但
、
残
り
弐

百
八
十
八
円
ハ
正
金
ニ
テ
渡
ス　

一
二
円

同
断
慰
労
金
ト
シ
テ
河
宮
三
六
江
遣
ス
ヘ
キ
分
大
阪
江
回
ス　

五
〇
円

同
断
手
当
金
ト
シ
テ
山
尾
熊
三
江
遣
ス　
　

四
〇
円

〃　
　
　

〃　
　
　

秋
本
俊
輔　

〃　
　
　
　

五
円

〃　
　
　

〃　
　
　

田
中
房
吉　

〃　
　
　

一
〇
円

〃　
　
　

〃　
　
　

川
崎
角
蔵　

〃　
　
　

一
〇
円

〃　
　
　

〃　
　
　

吉
田
三
之
助　

〃　
　
　

七
円

〃　
　
　

〃　
　
　

大
川
源
之
助　

〃　
　
　

七
円

〃　
　
　

〃　
　
　

中
田
桃
作　

〃　
　
　
　

五
円

〃　
　
　

〃　
　
　

鈴
木
澱
次
郎　

〃　
　
　

五
円

〃　
　
　

〃　
　
　

坂
田
彦
蔵　

〃　
　
　
　

五
円

　

二
月
二
九
日

明
治
七
年
中
課
長
慰
労
金
ト
シ
テ
平
田
喜
十
郎
江
四
百
円
遣
ス
ヘ
キ
所
、
青
森
商
事
不
都
合
ニ
付
…
（
略
）
…

同
年
当
社
創
立
ノ
際
種
々
尽
力
ニ
付
、
寸
志
ト
シ
テ
小
泉
勝
三
郎
江
遣
ス　

三
〇
円



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
一
三　
（
一
三
〇
二
）

古
谷
龍
三
ヨ
リ
…
（
略
）
…

　

三
月
三
一
日

明
治
七
年
中
慰
労
金
ト
シ
テ
増
田
勇
助
江
遣
ス　

二
〇
〇
円

同
断
手
当
金
ト
シ
テ
長
尾
一
江
遣
ス　
　
　
　
　
　

三
〇
円

　

先
収
会
社
に
は
他
に
横
浜
支
店
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
実
際
ど
ん
な
人
が
勤
務
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
史
料
を
欠
く
。

　
【
史
料
１
】
と
【
史
料
２
】
は
、
記
録
の
対
象
時
期
に
一
年
余
り
の
開
き
が
あ
る
の
だ
が
、
先
収
会
社
に
、
具
体
的
に
ど
ん
な
人
が
い

た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
史
料
に
加
え
、
先
収
会
社
に
在
籍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
井
上
馨
、

益
田
孝
、
木
村
正
幹
、
羽
太
紀
克
、
富
永
冬
樹
、
藤
田
伝
三
郎
ら
六
名
を
加
え
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
人
員
に
つ
い
て
、
総
裁
井
上
馨
と
同
郷

の
長
州
出
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
者
に
黒
丸
マ
ー
ク
、
明
治
九
年
の
三
井
物
産
開
業
後
そ
こ
で
勤
務
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
者
に
白

丸
マ
ー
ク
を
付
し
、
そ
の
他
、
筆
者
が
知
り
得
た
情
報
を
備
考
欄
に
追
記
し
て
作
成
し
た
の
が
第
１
表
で
あ
る
。

　

第
１
表
は
、
あ
く
ま
で
【
史
料
１
】【
史
料
２
】
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
、
当
然
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
者
以
外
に
も
人
員
が
い
た
可
能

性
は
高
い
。
し
か
し
と
り
あ
え
ず
第
１
表
か
ら
は
、
先
収
会
社
に
は
、
想
像
以
上
の
数
の
人
員
が
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す

る
。
先
収
会
社
に
関
す
る
も
っ
と
も
体
系
だ
っ
た
研
究
の
ひ
と
つ
で
あ
る
田
村
貞
雄
氏
の
論
稿
で
は
、
先
収
会
社
大
阪
店
に
は
同
店
頭
取

吉
富
簡
一
の
も
と
藤
田
伝
三
郎
が
、
ま
た
東
京
本
店
は
「
頭
取
は
、
益
田
孝
で
あ
る
が
、
そ
の
下
に
木
村
正
幹
、
羽
太
紀
克
、
富
永
冬
樹

ら
が
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
て（

９
）、
従
来
そ
れ
ほ
ど
多
人
数
が
在
籍
し
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
抱
か
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
第
１
表
は
子
供
（
丁
稚
）
も
含
め
て
五
〇
名
程
度
の
人
員
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
一
四　
（
一
三
〇
一
）

第 1表　 先収会社の人員

人名 職位 長州系 三井物産
在勤 備　　考

1 井上馨 先収会社総裁 ●
2 益田孝 東京店頭取 ○

3 木村正幹 ● ○ 井上馨の招きで京都府勧業課大属か
ら転職．

4 羽太紀克 ○ 大蔵省で益田の下僚．
5 富永冬樹 益田孝の義兄．
6 馬越恭平 ○
7 櫻井邈
8 平田喜十郎
9 堀精照
10 増田勇助 ？
11 出口保三
12 古谷龍三 ● ○
13 中泰輔
14 雲行兼治 ？

15 早川忠七 ○ 明治 9年頃「伊達」と改姓．先収解
散時に渡米．その後，物産入社．

16 山尾熊三 ○ 先収解散時に渡英．海外滞在中に物
産入社．

17 伊東彦七 ● ○
18 長尾一 ○
19 田中房吉 ○
20 川崎角蔵
21 吉田三之助
22 大川源之助
23 秋本俊輔
24 中田桃作 ○
25 鈴木澱次郎
26 坂田彦蔵

27 吉富簡一 大阪店頭取 ● 大阪で長州藩の勘定方をしていたと
いわれる．

28 藤田伝三郎 ●



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
一
五　
（
一
三
〇
〇
）

（資料）　人名と職位に関する史料については本文参照．
（注）　 史料上，先収会社に勤務していたと断定できない場合，その人名の右側に？マークを付

した．
（備考欄参考文献）　 木村正幹と早川忠七＝木山実「伊達忠七と草創期三井物産の海外展開」阪

田安雄編『国際ビジネスマンの誕生』東京堂出版，2009年．
　　　　　　　　　 羽太紀克＝『稿本三井物産株式会社 100年史』上，日本経営史研究所，1983年，

27頁．
　　　　　　　　　 富永冬樹と山尾熊三＝木山実『近代日本と三井物産』ミネルヴァ書房，

2009年，194頁，92-93頁．
　　　　　　　　　 吉富簡一＝佐々木誠治「三井物産会社の生成事情」『国民経済雑誌』第 103

巻第 6号，1961年，39頁．
　　　　　　　　　 森清蔵＝田村貞雄校注『初代山口県令中野梧一』マツノ書店，1995年，

338頁，344頁．
　　　　　　　　　鮎川弥八＝『私の履歴書』経済人 9日本経済新聞社，1980年，12頁．

29 森清蔵 大阪店書記課 ● 長州藩の井上馨隊「鴻城軍」総督．
30 吉益尚房 大阪店勘定課
31 川宮三六 大阪店出納課
32 鮎川弥八 〃 ● 日産コンツェルン総帥鮎川義介の父．
33 増田幸七 大阪店売買課 ○
34 阪本平助 〃
35 児島嘉助 〃
36 山口精三 〃
37 金子弥一 大阪店倉庫課 ● ○
38 大槻富太郎 大阪店雑務課
39 吉田仲規 〃
40 田中政兵衛 大阪店若イ者
41 木村新七 〃
42 藤井梅吉 大阪店子供
43 久富啓太郎 〃
44 福井尚吉 〃
45 牧田常吉 〃
46 山内留吉 〃
47 岡嶌鴻一郎 大津支社
48 秋本弘輔 〃 ○



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
一
六　
（
一
二
九
九
）

　

ま
た
こ
れ
は
十
分
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
先
収
会
社
の
人
員
に
は
、
長
州
出
身
の
者
が
散
見
さ
れ
る
（
表
中
、
黒
丸
マ
ー
ク
を

付
し
た
者
）。
例
え
ば
、
第
１
表
の
数
字
32
の
鮎
川
弥
八
は
、
の
ち
に
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
築
く
こ
と
に
な
る
鮎
川
義
介
の
父
親
と
み
ら

れ
る
人
物
で
あ
る
。
鮎
川
義
介
自
身
が
「
私
の
母
仲
子
は
井
上
馨
の
姉
の
二
女
で
、
若
く
鮎
川
家
に
と
つ
い
」

（
10
）

だ
と
語
っ
て
お
り
、
鮎

川
弥
八
は
井
上
馨
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
時
的
に
先
収
会
社
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
他
に
も
、
第
１
表
の

番
号
３
の
木
村
正
幹
、
番
号
29
の
森
清
蔵
な
ど
は
、
井
上
馨
と
の
関
係
が
き
わ
め
て
強
い
と
い
っ
て
よ
い
人
物
で
あ
る
。
第
１
表
で
は
、

長
州
出
身
と
判
明
す
る
も
の
だ
け
に
黒
丸
マ
ー
ク
を
付
し
て
お
い
た
が
、
他
に
も
長
州
出
身
の
も
の
は
、
も
っ
と
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

東
京
本
店
を
事
実
上
取
り
仕
切
っ
て
い
た
同
店
頭
取
益
田
孝
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
強
く
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
も
何
人
か
い
る
。
表

中
の
番
号
４
、
５
の
羽
太
紀
克
、
富
永
冬
樹
な
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
表
中
の
番
号
15
の
早
川
忠
七
と
い
う
人
物
は
、
愛
知
県
出
身
だ
が
明
治
初
年
に
京
都
・
西
陣
織
の
織
屋
に
奉
公
に
上
が
っ
て
い

た
時
、
長
州
藩
出
身
で
当
時
、
京
都
府
勧
業
課
大
属
で
あ
っ
た
上
記
の
木
村
正
幹
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
出
来
て
、
先
収
会
社
入
り
し
た

人
物
で
あ
る
（
11
）。
こ
の
よ
う
に
井
上
馨
、
益
田
孝
以
外
の
者
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
先
収
会
社
入
り
し
た
も
の
も
い
た
の
で
あ
り
、

彼
ら
の
来
歴
は
、
か
な
り
多
彩
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
第
１
表
に
載
っ
て
い
る
人
物
の
う
ち
、
明
治
九
年
に
三
井
物
産
が
創
業
し
た
後
、
三
井
物
産
で
勤
務
し
た
こ
と
が
判
明
す

る
者
（
表
中
、白
丸
マ
ー
ク
を
付
し
た
者
）
の
数
は
、益
田
孝
以
下
一
四
名
に
の
ぼ
る
。
先
収
会
社
か
ら
三
井
物
産
入
り
し
た
人
員
に
つ
い
て
、

由
井
常
彦
氏
の
論
稿
で
は
、「
三
井
物
産
の
社
員
と
し
て
勤
務
し
続
け
た
の
は
、
馬
越
恭
平
の
ほ
か
は
羽
太
紀
克
、
古
谷
龍
三
ら
五
〜
六

人
に
過
ぎ
な
い
」

（
12
）

と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
も
う
少
し
多
く
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
四
名
に
は
、
先
収
会
社
解
散
時

に
海
外
渡
航
し
た
後
、
三
井
物
産
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
改
め
て
三
井
物
産
入
り
し
た
先
述
の
早
川
忠
七
、
お
よ
び
山
尾
熊
三



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
一
七　
（
一
二
九
八
）

（
表
中
番
号
16
の
人
物
）
の
よ
う
な
人
員
も
い
て
、
一
四
名
全
員
が
先
収
会
社
か
ら
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
三
井
物
産
入
り
し
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
事
情
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

三　

三
井
物
産
草
創
期
の
人
員

　

明
治
九
年
に
三
井
物
産
が
開
業
し
た
と
き
の
人
員
数
に
つ
い
て
は
、『
三
井
物
産
小
史
』
で
「
三
井
物
産
会
社
開
店
当
時
の
使
用
人
数

は
総
数
僅
か
一
六
名
」

（
13
）

で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
開
業
時
の
使
用
人
数
が
一
六
名
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
典
拠
が
記
さ

れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
三
井
物
産
開
業
以
後
の
業
務
日
誌
で
あ
る
「
日
記
」
の
明
治
九
年
九
月
二
日
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

【
史
料
３
】

　

一
、
当
社
々
員
江
是
迄
月
給
之
外
ニ
賄
料
支
給
い
た
し
制
規
之
処
、
以
来
相
廃
し
左
之
通
月
給
増
加
い
た
し
候
事

　
　
　
　

金
五
拾
弐
円　
　

羽
太
紀
克　
　
　

金
三
拾
七
円　
　

馬
越
恭
平

　
　
　
　

金
三
拾
弐
円　
　

古
谷
龍
三　
　
　

金
三
拾
弐
円　
　

坪
内
安
久

　
　
　
　

金
弐
拾
七
円　
　

金
子
弥
市　
　
　

金
弐
拾
弐
円　
　

木
田
幾
三
郎

　
　
　
　

金
拾
七
円　
　
　

伊
東
彦
七　
　
　

金
八
円
五
拾
銭　

長
尾
一

　
　
　
　

金
八
円
五
拾
銭　

水
谷
伝
七　
　
　

金
八
円
五
拾
銭　

岩
鼻
敏

　
　
　
　

金
六
円
五
拾
銭　

三
河
耕
助　
　
　

金
六
円
五
拾
銭　

藤
原
庄
助

　
　
　
　

金
四
円
五
拾
銭　

高
山
忠
蔵　
　
　

金
四
円
五
拾
銭　

井
上
音
三
郎



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
一
八　
（
一
二
九
七
）

　
　
　
　

金
四
円　
　
　
　

田
中
房
吉　
　
　

金
三
円
五
拾
銭　

田
中
熊
吉

　
　
　
　

〆
（
14
）　

こ
こ
に
総
括
（
社
長
）
益
田
孝
、
副
総
括
（
副
社
長
）
木
村
正
幹
を
加
え
て
も
総
勢
一
八
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
右
の
【
史
料
３
】
は
開

業
時
か
ら
二
ヶ
月
ほ
ど
た
っ
た
時
点
で
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
開
店
時
の
使
用
人
が
一
六
名
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
史
料
に

基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
も
順
次
、
人
員
数
は
増
え
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
第
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の

明
治
九
年
の
一
一
月
半
ば
に
、
三
井
組
国
産
方
と
旧
三
越
滞
貸
取
立
方
の
者
、
計
五
一
名
が
合
流
す
る
の
で
人
員
数
は
一
挙
に
増
大
す
る
。

　

こ
の
五
一
名
の
合
流
後
の
三
井
物
産
社
員
人
名
録
の
類
は
、明
治
一
〇
年
、一
一
年
、一
二
年
の
「
社
員
分
賦
金
」
リ
ス
ト
三
種
が
『
三

井
文
庫
論
叢
』
第
四
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
体
系
だ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
人
名
録
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
、
明
治
一
三
年
刊

行
『
東
京
商
人
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
国
内
外
店
舗
支
配
人
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
本
店
内
の
米
方
、
売
買
方
、

勘
定
方
と
い
う
よ
う
な
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
支
配
人
も
含
め
た
三
井
物
産
上
層
部
の
肩
書
き
を
有
す
る
者
が
わ
か
る
も
の
で
、
便
利
な
史
料

で
あ
る
。
こ
の
『
東
京
人
名
録
』
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
も
の
に
、
三
井
組
国
産
方
と
旧
三
越
滞
貸
取
立
方
出
身
の
者
を
「
旧
三
井
」
と

総
称
し
、
そ
の
「
旧
三
井
」
出
身
者
に
は
黒
丸
マ
ー
ク
を
付
し
、
さ
ら
に
各
人
に
つ
い
て
筆
者
が
知
り
得
た
情
報
を
「
備
考
」
欄
に
追
記

し
て
作
成
し
た
の
が
第
２
表
で
あ
る
。

　

こ
の
第
２
表
に
は
、
明
治
一
三
年
時
点
で
三
井
物
産
に
在
籍
し
て
い
た
は
ず
の
副
社
長
木
村
正
幹
や
馬
越
恭
平
、
あ
る
い
は
大
阪
支
店

支
配
人
の
拝
司
永
造
（
三
井
組
国
産
方
出
身
）
と
い
っ
た
上
層
部
た
ち
の
名
が
な
ぜ
か
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
不
備
は
あ
る
が
、
と
り
あ

え
ず
『
東
京
商
人
録
』
掲
載
の
記
録
の
ま
ま
で
人
名
を
列
挙
し
た
。

　

第
２
表
に
は
社
長
益
田
孝
（
史
料
上
、「
増
田
孝
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
以
下
八
三
名
の
名
が
あ
る
が
、
こ
の
表
に
は
手
代
三
等
ま
で
し



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
一
九　
（
一
二
九
六
）

氏名 職位 支配人関係肩書き 旧三井 備考（主に物産入社
前のキャリア）

1 増田　孝（益田）社長
2 松岡　譲 番頭一等 函館支店々預リ支配人 元幕臣，元開拓使官吏
3 羽太　紀克 〃 長崎同

4 坪内　安久 〃 巴里同 元抄紙会社（王子製
紙）支配人心得

5 古谷　龍蔵 〃 四日市同
6 宮本新右衛門 〃 本店米方支配人 ●
7 金子　弥一 〃 香港支店々預リ支配人 慶應義塾大阪分校出身

8 伊達　忠七 〃 本店売買方支配人 オーストリア・米国・
仏国に滞在歴あり

9 太田原　則孝 〃
中外物価新報担当．河
瀬秀治の推薦で入社．
内務省勧業寮出身．

10 伊東　彦七 番頭二等 本店勘定方支配人 慶應義塾出身
11 増田　幸七 〃 本店米方副支配人
12 上田　安三郎 〃 上海支店々預リ支配人 米国大学出身
13 吉沢　吉五郎 番頭三等 ●
14 福永　文七 〃 ●
15 田中　藤助 〃 馬関支店々預リ支配人 ●

16 笹瀬　元明 手代一等 倫敦支店々預リ支配人 渋沢栄一の甥．米国
滞在歴あり

17 杉山　佐七 〃 ●
18 新井　新三郎 〃 ●
19 竹泉　嘉平 〃 ●
20 川上　新十郎 〃 ●
21 保坂　弥七 〃
22 田中長右衛門 〃 兵庫出張店支配人
23 磯　清五郎 〃 ●
24 深井　太七 〃 ●
25 深澤　森蔵 〃

26 林　万兵衛 〃 ● 明治 11年「万丘」
と改名．のち「万久」

27 山尾　熊蔵 〃 紐育支店々預リ支配人
28 中野　平蔵 〃
29 田中　元三郎 〃

第 2表　明治 13年人名録



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
二
〇　
（
一
二
九
五
）

30 岩鼻　敏 手代一等
31 竹内　恒三 〃 ●
32 月森　龍三 〃
33 高松　啓助 〃
34 橋爪　清九郎 〃 ●
35 近藤　英次 〃
36 木邨　忠蔵 〃 ●

37 近藤　勝敏 〃 慶應義塾出身か．中
外物価新報担当．

38 根岸　半次郎 手代二等
39 遠藤　大三郎 〃 ●
40 遠藤　彦太郎 〃
41 松本　常磐 〃
42 浦岡　榮蔵 〃
43 福島　與介 〃
44 中西　善三郎 〃 ●
45 伊藤　清兵衛 〃
46 山根　暢 〃
47 高石　紋四郎 〃
48 松本　喜知造 〃
49 松田　久兵衛 〃
50 稻坂　安兵衛 〃
51 大橋　眞祐 〃 ●
52 水谷　伝七 〃
53 田中　長太郎 〃
54 前田　得兵衛 〃
55 稲富　孝七 〃
56 豊田　正五郎 〃
57 中川　喜十郎 〃
58 加藤　孝平 〃 ●
59 大河内　安貞 〃
60 井爪　耕作 〃

61 益田　科三 手代三等 慶應義塾出身か．外
国語能力あり．

62 伊藤　捨次郎 〃

63 江木　保男 〃 東京の仏学塾出身．
元司法省訳官．



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
二
一　
（
一
二
九
四
）

64 又原　大次郎 手代三等 ●

65 田中　孝輔 〃 外国語能力あり．学
歴不詳．

66 深澤　藤三郎 〃
67 長谷　藤吉 〃
68 野邨　竹次郎 〃 ●
69 岩瀬　順七郎 〃
70 浅田　逸次 〃 大隈重信の推薦で入社．
71 藤城　良三 〃

72 内田　鐵太郎 〃
会計見習として太田
原取次で明 10年 5
月入社

73 鎌田　徳兵衛 〃 ●
74 柏原　新吉郎 〃
75 水原　久賢 〃

76 岩下　清周 〃 商法講習所・三菱商
業学校出身

77 渡邊　専次郎 〃 商法講習所・三菱商
業学校出身

78 笹岡　雅徳 〃
79 渡邊　専三郎 〃
80 星野　遂平 〃
81 北出　豊吉 〃 ●
82 近藤　直次郎 〃
83 石光　眞證 〃

（資料）　 「氏名」「職位」「支配人関係肩書き」欄は横山錦柵編『東京商人録』（明治 13年）
11-13頁に拠る．「旧三井」の欄は，木山実『近代日本と三井物産』ミネルヴァ書房，
2009年，82頁．

（備考欄参考文献）　 松岡譲＝上記拙著 195頁．坪内安久＝上記拙著 87頁．
　　　　　　　　　 伊達忠七＝木山実「伊達忠七と草創期三井物産の海外展開」阪田安雄編『国

際ビジネスマンの誕生』東京堂出版，2009年．
　　　　　　　　　 上田安三郎＝上記拙著 84頁．笹瀬元明＝上記拙著 192頁．
　　　　　　　　　 林万兵衛＝「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」第 2号」『三井文庫論叢』

第 42号，2008年，145頁．
　　　　　　　　　 江木保男＝上記拙著 92頁．浅田逸次＝「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」

第 3号・第 4号，『三井文庫論叢』第 43号，2009年，204頁．
　　　　　　　　　 内田鐵太郎＝「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」第 2号」『三井文庫論叢』

第 42号，2008年，207頁．
　　　　　　　　　 岩下清周＝故岩下清周君傳記編纂会編『岩下清周傳』私家版，1931年，8頁．
　　　　　　　　　 渡辺専次郎・実業之日本社編『当代の実業家・人物の解剖』実業之日本社，

1903年，160頁．
　　　　　　　　　これ以外のものについては本文参照．
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号

一
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二　
（
一
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九
三
）

か
表
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
八
三
名
以
外
に
子
供
（
丁
稚
）
と
呼
ば
れ
る
者
も
雇
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
も
含
め

る
と
三
井
物
産
で
勤
務
し
た
者
は
、
よ
り
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
、
三
井
物
産
が
開
業
四
年
に
し
て
、
そ
の
人
員
数
は
か
な
り

増
加
し
て
い
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。

　

表
中
の
八
三
名
の
う
ち
、
旧
三
井
出
身
者
（
表
で
黒
丸
マ
ー
ク
を
付
し
た
者
）
は
二
二
名
で
あ
る
が
、
上
述
の
通
り
旧
三
井
系
人
員
は
、

明
治
九
年
一
一
月
に
は
五
一
名
の
者
が
三
井
物
産
に
合
流
し
て
い
た
か
ら
、
彼
ら
は
合
流
し
た
の
ち
か
な
り
の
者
が
退
職
し
た
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
第
２
表
で
は
、
慶
應
義
塾
、
商
法
講
習
所
、
仏
学
塾
と
い
っ
た
近
代
的
教
育
機
関
の
出
身
者
と
み
ら
れ
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

特
に
慶
應
義
塾
と
商
法
講
習
所
の
出
身
者
数
を
比
べ
る
と
前
者
の
出
身
者
の
方
が
多
い
こ
と
が
察
知
さ
れ
よ
う
。
三
井
物
産
の
人
材
に
関

す
る
先
行
研
究
で
は
、
同
社
が
創
業
後
、
商
法
講
習
所
、
東
京
商
業
学
校
、
東
京
高
商
・
商
大
と
つ
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
一
橋
系
の
卒
業
生

を
精
力
的
に
採
用
し
て
き
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
き
た
（
15
）
が
、
三
井
物
産
草
創
期
に
つ
い
て
は
、
商
法
講
習
所
が
ま
だ
卒
業
生
を
輩
出
し

は
じ
め
た
ば
か
り
の
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
慶
應
義
塾
出
身
者
の
方
が
数
と
し
て
は
多
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
特

に
第
２
表
の
番
号
７
の
金
子
弥
一
（
香
港
支
店
支
配
人
）、
番
号
10
の
伊
東
彦
七
（
本
店
勘
定
方
支
配
人
）
に
つ
い
て
は
、
第
１
表
と
突
き
合

わ
せ
る
と
、
第
１
表
で
も
そ
れ
ぞ
れ
番
号
37
と
17
で
名
前
が
挙
が
っ
て
お
り
、
こ
の
両
名
は
先
収
会
社
時
代
か
ら
勤
務
し
て
い
た
人
員
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
先
収
会
社
時
代
か
ら
慶
應
義
塾
出
身
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
以
下
で
は
節
を

か
え
て
、
こ
れ
ら
両
名
が
先
収
会
社
に
雇
用
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
二
三　
（
一
二
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　

四　

先
収
会
社
で
の
慶
應
義
塾
出
身
者

　

福
沢
諭
吉
に
よ
っ
て
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
江
戸
の
築
地
鉄
砲
津
に
創
設
さ
れ
た
蘭
学
塾
は
、
そ
の
後
、
芝
新
銭
座
に
移
っ
て
慶

応
四
（
一
八
六
八
）
年
に
慶
應
義
塾
と
改
称
し
た
。
慶
應
義
塾
は
草
創
期
の
塾
生
が
入
塾
に
際
し
て
、
出
身
地
、
身
分
（
族
籍
）、
年
齢
、

証
人
（
保
証
人
）
な
ど
を
し
た
た
め
て
塾
に
提
出
し
た
も
の
を
綴
じ
、『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
そ
こ
に
前
節
で
み

た
金
子
弥
一
と
伊
東
彦
七
が
差
し
出
し
た
も
の
も
収
録
さ
れ
て
お
り

―
伊
東
彦
七
の
も
の
を
第
２
図
と
し
て
掲
げ
て
お
く

―
、
そ
こ

か
ら
彼
ら
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。

　

ま
ず
金
子
弥
一
で
あ
る
が
、
彼
は
山
口
県
出
身
の
士
族
で
、
益
田
孝
の
義
兄
富
永
冬
樹
が
保
証
人
と
な
っ
て
慶
應
義
塾
の
大
阪
分
校
に

入
塾
し
て
い
た
。
入
塾
し
た
の
は
明
治
七
年
一
〇
月
と
の
こ
と
で

あ
る
（
16
）
か
ら
、
彼
は
先
収
会
社
大
阪
店
に
勤
務
し
な
が
ら
、
塾
の
大

阪
分
校
に
通
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
金
子
の
場
合
は
、
富

永
冬
樹
の
よ
う
な
、
益
田
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
者
と
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
有
し
た
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
長
州
＝
山
口
県

出
身
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
が
先
収
会
社
で
雇
用
さ
れ
た
要

因
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

一
方
、
伊
東
彦
七
で
あ
る
が
、
第
２
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

彼
は
山
口
県
出
身
の
士
族
で
、
先
収
会
社
の
さ
ら
に
前
身
で
あ
る

岡
田
組
を
、
井
上
馨
と
と
も
に
創
設
し
た
岡
田
平
蔵
の
義
弟
で
あ

（典拠） 『慶應義塾入社帳』Ⅰ，慶應義塾，1986年，
624頁．

第 2図　伊東彦七の入社（入塾）証明書



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
二
四　
（
一
二
九
一
）

る
岡
田
平
馬
が
保
証
人
と
な
っ
て
、
明
治
六
年
一
〇
月
二
七
日
に
東
京
・
三
田
の
本
塾
に
入
塾
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
当
時
の
慶

應
義
塾
は
現
在
と
異
な
り
、
入
塾
が
認
め
ら
れ
た
者
は
順
次
入
塾
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
て
、『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
に
よ
る
と
、
こ
の
伊

東
彦
七
が
入
塾
し
た
日
と
ま
っ
た
く
同
じ
日
に
入
塾
し
た
者
が
、
他
に
数
名
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
三
井
物
産
で
勤
務

す
る
こ
と
に
な
る
益
田
英
作
と
長
尾
一
と
い
う
人
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

益
田
英
作
は
益
田
孝
の
実
弟
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
に
は
九
歳
五
ヶ
月
と
い
う
幼
少
期
に
兄
の
益
田
孝
が
保
証
人
と
な
る
か
た
ち
で
入
塾

し
て
い
る
（
17
）。
益
田
英
作
は
、
明
治
一
一
年
開
催
の
パ
リ
万
国
博
の
出
展
業
務
を
三
井
物
産
が
明
治
政
府
か
ら
委
託
さ
れ
た
際
に
フ
ラ
ン

ス
に
派
遣
さ
れ
た
一
団
に
加
え
ら
れ
て
渡
仏
し
、
万
博
閉
幕
後
も
イ
ギ
リ
ス
に
留
ま
っ
て
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
で
勉
学
を
重
ね
た
あ
と
三

井
物
産
に
入
り
、
そ
の
英
語
力
を
活
か
し
て
国
内
外
支
店
を
転
々
と
し
た
（
18
）。

　

長
尾
一
は
、
名
東
県
（
現
在
の
徳
島
県
や
兵
庫
県
淡
路
島
の
一
部
で
構
成
さ
れ
た
）
出
身
の
平
民
で
、
伊
東
彦
七
と
同
じ
く
岡
田
平
馬
が
保

証
人
と
な
る
か
た
ち
で
慶
應
義
塾
に
入
塾
し
て
い
る
（
19
）。
本
稿
第
一
節
で
三
井
物
産
の
生
成
事
情
を
確
認
し
た
際
、
明
治
七
年
一
月
設
立

の
岡
田
組
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
岡
田
平
蔵
の
義
弟
岡
田
平
馬
も
岡
田
組
の
出
資
者
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
益
田
英

作
、
伊
東
彦
七
、
長
尾
一
の
慶
應
義
塾
へ
の
入
塾
日
が
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
明
治
六
、七
年
段
階
で
、
岡
田
平
馬
や
益
田

孝
ら
が
自
ら
の
関
係
者
を
慶
應
義
塾
に
入
学
さ
せ
る
際
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
き
わ
め

て
興
味
深
い
事
実
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
慶
應
義
塾
に
仲
介
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
伊
東
彦
七
と
長
尾
一
は
、
益
田
英

作
や
そ
の
兄
の
益
田
孝
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
、
先
収
会
社
、
さ
ら
に
続
く
三
井
物
産
で
も
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
収
会
社
が
慶
應
義
塾
の
出
身
者
を
採
用
し
始
め
た
の
は
、
長
州
出
身
で
あ
る
と
か
、
岡
田
平
馬
や
益
田
孝
と
の
人

的
関
係
な
ど
が
絡
み
合
っ
て
影
響
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
益
田
孝
は
「
父
は
維
新
後
福
澤
先
生
の
書
記
を
し
て
居
つ
た



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
二
五　
（
一
二
九
〇
）

こ
と
が
あ
る
。
慶
應
義
塾
の
最
初
の
規
則
は
父
が
書
い
た
。
お
前
の
お
や
ぢ
の
書
い
た
の
が
ま
だ
残
つ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
を
よ
く
福
澤

先
生
が
云
ふ
て
お
ら
れ
た
。」

（
20
）

と
回
顧
し
て
お
り
、
ま
た
彼
の
実
弟
の
克
徳
、
英
作
、
お
よ
び
子
息
の
益
田
太
郎
ま
で
が
慶
應
義
塾
で
学

ん
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
益
田
家
と
慶
應
義
塾
お
よ
び
福
沢
と
の
関
係
は
明
治
維
新
期
以
来
き
わ
め
て
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　

五　

三
井
物
産
草
創
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
出
身
者

　

先
収
会
社
時
代
か
ら
雇
わ
れ
て
い
た
金
子
弥
一
、
伊
東
彦
七
、
長
尾
一
に
加
え
、
三
井
物
産
開
業
後
に
は
、
第
２
表
で
示
し
た
よ
う
に

近
藤
勝
敏
（
第
２
表
番
号
37
）、
益
田
科
三
（
同
番
号
61
）
と
い
う
慶
應
義
塾
出
身
者
と
み
ら
れ
る
人
物
た
ち
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
長
尾
一
で
あ
る
が
、
彼
は
第
１
表
で
は
名
が
あ
る
が
、
明
治
一
三
年
の
第
２
表
に
は
名
前
が
な
い
。
長
尾
は
三
井
物
産
開
業
後
も

勤
務
し
た
が
、
不
行
跡
が
あ
っ
て
明
治
一
一
年
一
月
半
ば
に
解
雇
さ
れ
た
（
21
）。

　

金
子
弥
一
は
、
第
２
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
明
治
一
三
年
時
点
で
は
香
港
支
店
支
配
人
を
任
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
語
学
力
が
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
慶
應
義
塾
大
阪
分
校
で
培
わ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
伊
東
彦
七
に
つ
い
て
は
、
第
２
表
か
ら
、

明
治
一
三
年
時
点
で
本
店
勘
定
方
支
配
人
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
慶
應
義
塾
は
先
駆
的
に
西
洋
式
簿
記
を
講
じ
て
い
た
こ
と

で
も
有
名
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
学
ん
だ
簿
記
の
知
識
が
活
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
伊
東
彦
七
に
関
し
て
は
、
三
井

物
産
業
務
日
誌
「
日
記
」
の
明
治
一
〇
年
一
二
月
末
の
記
録
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

【
史
料
４
】

　
　

一
伊
東
彦
七
横
浜
江
遣
し
而
、
拾
四
番
ト
ノ
勘
定
并
東
洋
銀
行
ト
ノ
勘
定
ヲ
も
相
立
候
事
（
22
）　
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号
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二
六　
（
一
二
八
九
）

伊
東
彦
七
を
横
浜
に
派
遣
し
て
拾
四
番
、
す
な
わ
ち
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
な
ら
び
に
東
洋
銀
行
、
す
な
わ
ち
英
系
オ
リ
エ
ン
タ
ル
バ
ン
ク

と
の
「
勘
定
」
に
つ
い
て
商
議
さ
せ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
伊
東
が
外
商
と
の
交
渉
で
、
簿
記
の
知
識
と
英
語
力
も
駆
使
し
て

い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

三
井
物
産
が
開
業
時
か
ら
採
用
し
て
い
た
簿
記
の
先
進
性
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
指
摘
が
あ
る
（
23
）が
、「
日
記
」
の
同
年
七
月
中
の
記

録
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

【
史
料
５
】

　
　

一
杉
孫
七
郎
よ
り
松
野
半
蔵
ト
申
仁
ヲ
簿
記
見
習
ニ
差
入
呉
度
頼
越
候
事　

自
費
（
24
）　

宮
内
省
官
吏
の
杉
孫
七
郎
か
ら
自
費
を
支
払
っ
て
で
も
い
い
か
ら
、
松
野
と
い
う
人
に
三
井
物
産
の
簿
記
を
研
修
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う

依
頼
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
簿
記
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
、
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
伊
東
彦
七
が

い
く
ら
か
貢
献
し
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
こ
の
伊
東
彦
七
同
様
に
、
国
内
港
湾
都
市
で
の
外
商
と
の
取
引
に
お
い
て
、
英
語
な
ど
の
外
国
語
を
駆
使
で
き
る
人
材
が
必
要
と

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
三
井
組
国
産
方
か
ら
三
井
物
産
入
り
し
、
小
樽
支
店
や
兵
庫
支
店
の
支
配
人
な
ど
を
歴
任

し
て
、
も
っ
ぱ
ら
米
穀
や
肥
料
取
引
に
従
事
し
た
遠
藤
大
三
郎
（
第
２
表
の
番
号
39
）
が
、
三
井
物
産
草
創
期
の
米
穀
輸
出
業
務
に
関
す
る

記
憶
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
貴
重
な
回
顧
を
残
し
て
い
る
。

【
史
料
６
】



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
二
七　
（
一
二
八
八
）

　
　

 

積
出
ニ
当
リ
テ
、
ベ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
ノ
手
配
其
他
積
取
船
々
員
ト
ノ
交
渉
一
切
ニ
ハ
通
訳
ガ
入
用
デ
、
品
川
積
ノ
時
ハ
上
田
安
三
郎

氏
（
当
時
本
店
勘
定
方
）
又
ハ
田
中
孝
輔
氏
ガ
当
ラ
レ
、
兵
庫
ヤ
四
日
市
積
ニ
ハ
益
田
品（
科
三
）三
氏
、
下
関
積
出
ハ
益
田
英
作
氏
夫
々
東
京

カ
ラ
態
々
現
場
ニ
当
ラ
レ
タ
（
25
）　

米
穀
輸
出
の
際
に
、
外
国
語
を
話
せ
る
上
田
安
三
郎
、
田
中
孝
輔
、
益
田
科
三
、
益
田
英
作
が
通
訳
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
上
田
安
三
郎
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
経
験
が
あ
り
明
治
一
〇
年
一
一
月
以
降
、
上
海
支
店
に
勤
務
し
て
そ
の
後
、
同

店
支
配
人
と
な
っ
て
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
26
）。
ま
た
益
田
英
作
に
つ
い
て
も
、
彼
は
益
田
孝
の
実
弟
で
あ
る
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
が
、
明
治
六
年
一
〇
月
に
慶
應
義
塾
に
入
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
留
学
歴
を
も
つ
人
物
で
あ
る
。【
史
料
６
】
の
遠
藤
に
よ
る

回
顧
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
る
前
の
英
作
の
こ
と
か
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た
あ
と
の
英
作
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い

が
、
と
も
か
く
益
田
英
作
が
外
国
語
（
英
語
で
あ
ろ
う
）
を
話
せ
た
貴
重
な
人
材
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
田
中
幸
輔
（
第
２
表
で

は
番
号
65
）
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
史
料
を
欠
く
が
、
残
り
の
益
田
科
三
（
第
２
表
で
は
番
号
61
）
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
慶
應
義
塾

出
身
者
と
推
測
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
（
27
）、
在
学
中
に
外
国
語
能
力
を
身
に
つ
け
た
の
か
、
右
の
【
史
料
６
】
で
も
通
訳
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
さ
ら
に
彼
は
上
海
支
店
や
香
港
支
店
に
赴
任
し
て
い
る
。

　

ま
た
第
２
表
の
番
号
37
の
近
藤
勝
敏
（
28
）
に
つ
い
て
は
、
や
や
時
期
が
降
る
明
治
一
八
年
九
月
半
ば
に
益
田
孝
が
国
内
外
店
舗
の
人
材
配

置
に
つ
い
て
、
上
海
支
店
長
の
上
田
安
三
郎
あ
て
に
書
き
送
っ
た
次
の
よ
う
な
書
簡
の
な
か
で
名
前
が
上
が
っ
て
い
る
。

【
史
料
７
】

　
　

 

下
ノ
関
江
外
国
船
扱
ノ
出
来
ル
も
の
一
人
差
置
キ
不
申
而
は
差
支
可
申
、
是
に
も
困
却
致
候
、
口
ノ
津
へ
可
相
遣
人
物
ハ
、
物
価
新



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
二
八　
（
一
二
八
七
）

報
ノ
近
藤
勝
敏
可
然
歟
、
六
ヶ
月
も
実
検
い
た
し
候
ハ
ヽ
大
体
ハ
熟
練
可
致
、
左
ス
レ
ハ
田
中
（
孝
輔
―
木
山
注
）
ハ
貴
地
ニ
而
少
々

修
業
、
香
港
ヲ
預
ケ
候
而
宜
く
、
近
日
金
子
も
出
京
い
た
し
候
間
篤
と
申
合
ノ
上
相
決
可
申
候

　
　

 

英
作
ハ
又
来
年
一
二
月
頃
よ
り
、
折
々
内
地
（
下
ノ
関
、
四
日
市
）
等
輸
出
米
を
始
メ
候
節
借
用
い
た
し
度
、
同
人
よ
り
外
手
馴
レ
候

も
の
無
之
、
是
ニ
も
困
却
い
た
し
居
候
、
然
し
時
々
借
受
ハ
貴
地
ニ
而
も
差
支
有
之
間
敷
と
存
候
（
29
）　

下
関
は
米
穀
の
積
出
地
と
し
て
、
ま
た
口
ノ
津
は
三
池
炭
の
積
出
地
と
し
て
、
三
井
物
産
に
と
っ
て
は
重
要
な
港
湾
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ら
の
港
湾
の
店
舗
に
配
置
す
る
べ
き
人
材
の
不
足
に
困
却
し
て
い
る
心
情
を
益
田
自
身
が
吐
露
し
て
お
り
、
当
時
、『
中
外
物
価
新
報
』

担
当
で
あ
っ
た
近
藤
勝
敏
を
口
ノ
津
へ
配
置
し
、
田
中
幸
輔
を
上
海
に
回
し
て
実
地
修
業
さ
せ
た
上
で
さ
ら
に
香
港
へ
回
し
た
い
。
ま
た

下
関
、
四
日
市
で
の
米
穀
積
込
の
際
に
は
弟
の
益
田
英
作
を
貸
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
先
に

み
た
遠
藤
大
三
郎
の
回
顧
【
史
料
６
】
と
、
内
容
的
、
人
名
的
に
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
益
田
は
外
国
語
を
駆
使
で
き

る
人
材
の
不
足
に
「
困
却
」
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
制
約
の
な
か
で
、
外
国
語
を
理
解
で
き
る
数
少
な
い
人
材
の
配
置
に
苦
心
し
て
い
た

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

小
稿
で
は
、
三
井
物
産
の
一
方
の
前
身
で
あ
る
先
収
会
社
、
お
よ
び
三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
人
名
を
あ
げ
て

ど
の
よ
う
な
人
々
が
勤
務
し
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
。

　

小
稿
で
は
、
先
収
会
社
に
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
多
く
の
人
数
が
勤
務
し
て
い
た
こ
と
、
先
収
会
社
は
井
上
馨
が
ト
ッ
プ
に
就
い
て



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
二
九　
（
一
二
八
六
）

い
た
会
社
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
彼
の
郷
里
長
州
出
身
の
者
が
少
な
か
ら
ず
雇
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
さ
ら
に
先
収
会
社
時

代
か
ら
三
名
ほ
ど
の
慶
應
義
塾
出
身
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
が
新
た
な
知
見
と
し
て
得
ら
れ
た
。
そ
の
慶
應
義
塾
出
身
者
が
雇
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
契
機
と
し
て
は
、
あ
る
者
は
長
州
出
身
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
別
の
者
は
、
先
収
会
社
の
さ
ら
に
前
身
で
あ

る
岡
田
組
の
出
資
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
岡
田
平
馬
の
関
係
者
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
よ
う
な
、
き
わ
め
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
三
井
物
産
開
業
後
も
、
慶
應
義
塾
出
身
者
が
散
発
的
に
採
用
さ
れ
た
。
先
行
研
究
で
は
、
三
井
物
産
が
創
業
期
か
ら
商
法
講
習

所
の
出
身
者
を
精
力
的
に
採
用
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
が
、
小
稿
で
は
商
法
講
習
所
が
卒
業
生
を
安
定
的
に
輩
出
す
る
前
の
時

期
に
は
、「
学
校
出
」
と
し
て
は
慶
應
義
塾
の
出
身
者
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
彼
ら
は
慶
應
義
塾
で
身
に
つ
け
た
の
で

あ
ろ
う
近
代
的
な
簿
記
や
外
国
語
の
知
識
を
駆
使
し
て
、
三
井
物
産
内
で
丁
稚
あ
が
り
の
よ
う
な
在
来
型
の
人
員
と
は
異
な
る
部
署
で
活

躍
し
う
る
人
材
で
あ
り
、
益
田
孝
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
役
に
た
つ
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
井
物
産
創
業
後
、
商
法
講
習
所
よ
り
も
相
対
的
に
多
く
の
者
が
採
用
さ
れ
た
慶
應
義
塾
は
、
明
治
一
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
採
用
者

数
で
み
れ
ば
商
法
講
習
所
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
（
30
）。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
政
治
史
上
有
名
な
「
明
治

一
四
年
政
変
」
で
政
治
家
井
上
馨
と
慶
應
義
塾
福
沢
諭
吉
の
間
に
、
一
時
的
に
亀
裂
が
入
っ
た
こ
と
が
一
定
程
度
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
栂
井
義
雄
『
三
井
物
産
会
社
の
経
営
史
的
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社
、一
九
七
四
年
、木
山
実
『
近
代
日
本
と
三
井
物
産
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
〇
九
年
、等
を
参
照
。
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六
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号

一
三
〇　
（
一
二
八
五
）

（
２
）
近
年
の
業
績
と
し
て
、
若
林
幸
男
『
三
井
物
産
人
事
政
策
史
一
八
七
六
〜
一
九
三
一
年
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
木
山
実
「
三
井
物
産
草
創
期
の
海
外
店
舗
展
開
と
そ
の
要
員
」『
経
営
史
学
』
第
三
五
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
。
の
ち
前
掲
拙
著
に
収
録
。

（
４ 

）
本
節
に
お
け
る
岡
田
組
成
立
か
ら
先
収
会
社
発
足
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
特
に
断
ら
ぬ
限
り
田
村
貞
雄
「
政
商
資
本
成
立
の
一
過
程
―
先
収
会
社
を
め
ぐ

っ
て
―
」
北
海
道
教
育
大
学
史
学
会
『
史
流
』
第
九
号
、
一
九
六
八
年
、
お
よ
び
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、

二
三
頁
以
降
、
に
拠
る
。

（
５
）
安
岡
重
明
・
木
山
実
「〈
史
料
紹
介
〉
益
田
孝
「
備
忘
録
」（
写
本
）」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
〇
号
、
一
九
九
六
年
、
二
八
二
頁
。

（
６
）
安
岡
重
明
『
財
閥
形
成
史
の
研
究
﹇
増
補
版
﹈』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二
三
四
頁
以
下
、
お
よ
び
二
八
三
頁
以
下
参
照
。

（
７
）
三
井
文
庫
所
蔵
「
先
収
会
社
規
則
書
類
」（
物
産
二
一
四
）。

（
８
）
三
井
文
庫
所
蔵
「
先
収
会
社L

E
D

G
E

R

（
明
治
九
・
一
〇
年
）」（
物
産
六
二
〇
）
の
「
慰
労
金
」
勘
定
。

（
９
）
前
掲
田
村
貞
雄
「
政
商
資
本
成
立
の
一
過
程
」
四
六
頁
。

（
10 

）『
私
の
履
歴
書
』
経
済
人
九
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
二
頁
。
鮎
川
義
介
は
自
身
の
父
親
が
「
鮎
川
彌
八
」
と
名
乗
っ
て
お
り
、「
最
初
軍
人
を
志
願
し
、

江
戸
表
に
出
て
兵
部
大
輔
大
村
益
次
郎
の
フ
ラ
ン
ス
式
教
練
に
参
加
し
た
。
し
か
し
生
来
の
虚
弱
体
質
で
は
と
う
て
い
そ
の
〝
苦
役
〞
に
耐
え
ら
れ
ず
、
涙
を
の
ん
で
県
吏

の
下
っ
ぱ
に
落
ち
て
行
っ
た
」（
一
一
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

（
11
）
木
山
実
「
伊
達
忠
七
と
草
創
期
三
井
物
産
の
海
外
展
開
」
阪
田
安
雄
編
『
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
誕
生
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

（
12
）
由
井
常
彦
「
明
治
期
三
井
物
産
の
経
営
者
（
上
）」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
13 

）『
三
井
物
産
小
史
』
三
井
物
産
に
よ
る
再
刊
、
一
九
六
五
年
、
一
五
頁
。『
挑
戦
と
創
造

―
三
井
物
産
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
三
井
物
産
、
一
九
七
六
年
、
三
九
頁
で
も

三
井
物
産
開
業
時
に
は
「
職
員
わ
ず
か
一
六
人
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）「〈
史
料
紹
介
〉
三
井
物
産
会
社
「
日
記
」（
第
一
号
）」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
三
三
〇
頁
。



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
三
一　
（
一
二
八
四
）

（
15
）
例
え
ば
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、
六
〇
頁
な
ど
を
参
照
。

（
16
）『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
Ⅴ
、
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
、
三
一
頁
。

（
17
）『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
Ⅰ
、
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
、
六
二
五
頁
。

（
18
）
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
実
業
之
世
界
社
、
一
九
〇
九
年
、
六
二
一
―

六
二
二
頁

（
19
）
前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
Ⅰ
、
六
二
五
頁
。

（
20
）
長
井
實
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
内
田
老
鶴
圃
、
一
九
三
九
年
、
一
〇
頁
。

（
21
）「〈
史
料
紹
介
〉
三
井
物
産
会
社
『
日
記
』
第
三
号
・
第
四
号
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
四
三
号
、
二
〇
〇
九
年
、
二
六
二
頁
、
明
治
一
一
年
年
一
月
一
八
日
の
条
。

（
22
）
前
掲
「〈
史
料
紹
介
〉
三
井
物
産
会
社
『
日
記
』
第
三
号
・
第
四
号
」
二
五
四
頁
、
明
治
一
〇
年
一
二
月
二
七
日
の
条
。

（
23
）
例
え
ば
前
掲
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
七
五
頁
。

（
24
）
前
掲
「〈
史
料
紹
介
〉
三
井
物
産
会
社
『
日
記
』
第
三
号
・
第
四
号
」
一
九
九
頁
、
明
治
一
〇
年
七
月
二
一
日
の
条
。

（
25
）
遠
藤
大
三
郎
『
穀
肥
商
売
之
回
顧
』
私
家
版
、
一
九
二
八
年
、
三
三
頁
。
史
料
中
の
「
益
田
品
三
」
の
横
の
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
が
付
し
た
。

（
26
）
上
田
安
三
郎
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
前
掲
、
木
山
『
近
代
日
本
と
三
井
物
産
』
七
五
頁
を
参
照
。

（
27 

）
益
田
科
三
は
謎
多
き
人
物
で
あ
る
。彼
は
益
田
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、も
と
も
と
は
荒
田
姓
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。京
都
の
商
人
荒
田
萬
助
の
長
男
で「
荒
田
科
蔵
」（
科

三
）
と
い
う
少
年
が
明
治
七
年
七
月
に
年
齢
一
二
歳
五
ヶ
月
で
東
京
の
慶
應
義
塾
に
入
学
し
て
お
り
、
こ
の
際
、
益
田
孝
が
証
人
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社

帳
』
Ⅰ
、
六
七
二
頁
）。
そ
の
後
、
荒
田
か
ら
益
田
に
改
姓
し
た
よ
う
で
あ
り
、
明
治
一
二
年
頃
以
降
、
諸
史
料
で
は
「
益
田
科
三
」
と
い
う
人
名
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

本
文
中
の
【
史
料
６
】
で
は
「
益
田
品
三
」
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
一
二
年
五
月
半
ば
に
彼
が
三
井
物
産
上
海
支
店
に
赴
任
す
る
前
に
旅
券
申
請
し
た
際
の
史

料
に
は
、「
益
田
科
三
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
「
海
外
旅
券
勘
合
簿
」
神
奈
川
県
之
部
〈
請
求
記
号
三
・
八
・
五
・
五
―
二
〉
コ
マ
ナ
ン
バ
ー

一
四
七
付
近
参
照
）。
ま
た
第
２
表
作
成
で
依
拠
し
た
史
料
で
も
手
代
三
等
と
し
て
「
益
田
科
三
」
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
（
第
２
表
の
番
号
61
一
の
人
物
参
照
）。



第
六
十
四
巻  

第
四
号

一
三
二　
（
一
二
八
三
）

　
   

明
治
一
三
年
の
三
井
物
産
の
帳
簿
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
「
第
五
号
元
帳
」〈
物
産
六
九
五
〉）〉
の
「
香
港
支
店
勘
定
」
二
月
六
日
の
条
に
、「
益
田
科
三
ヨ
リ
西
京
荒
田
文

助
江
払
金
」
と
あ
る
か
ら
益
田
科
三
が
や
は
り
京
都
の
荒
田
家
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
一
八
年
頃
以
降
に
な
る
と
再
び
荒
田

科
三
と
い
う
人
名
が
登
場
す
る

―
例
え
ば
三
井
物
産
帳
簿
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
「L
E

D
G

E
R

」〈
物
産
七
一
五
〉）
の
「
第
三
滞
貸
シ
金
勘
定
」
明
治
一
八
年
一
二
月

三
一
日
の
条
参
照
。
こ
の
間
、
益
田
孝
が
一
時
的
に
荒
田
科
三
を
益
田
家
の
養
子
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、
史
料
を
欠
く
の
で
詳
し
い
事
情
は
判
然
と

し
な
い
。

（
28
）
近
藤
が
慶
應
義
塾
出
身
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
Ⅰ
、
七
三
六
頁
。

（
29 

）
東
京
益
田
孝
か
ら
上
海
上
田
安
三
郎
宛
書
簡（
明
治
一
八
年
九
月
一
四
日
出
）。
田
中
康
雄「〈
史
料
紹
介
〉三
井
物
産
会
社
上
海
支
店『
内
状
』」『
三
井
文
庫
論
叢
』第
七
号
、

二
一
八
頁
参
照
。

（
30 

）
明
治
一
三
年
時
点
で
三
井
物
産
に
在
籍
し
た
商
法
講
習
所
出
身
者
は
、
第
２
表
で
み
る
と
番
号
76
、
77
の
岩
下
清
周
、
渡
辺
専
次
郎
の
み
で
、
そ
れ
以
前
に
商
法
講
習
所

出
身
者
で
三
井
物
産
入
り
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
明
治
一
〇
年
入
社
の
山
口
甫
吉
、
一
一
年
入
社
の
安
達
何
四
郎
の
み
で
あ
る
。
麻
島
昭
一
「
戦
前
期
三
井
物
産

の
学
卒
者
採
用
―
明
治
後
半
・
大
正
期
を
中
心
と
し
て
―
」『
専
修
経
営
学
論
集
』
第
七
五
号
、
二
〇
〇
三
年
、
三
一
頁
参
照
。

（
き
や
ま　

み
の
る
・
関
西
学
院
大
学
商
学
部
）



三
井
物
産
草
創
期
の
人
員
（
木
山　

実
）

一
三
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二
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Abstract

Minoru KIYAMA, The Staff of Mitsui Bussan at Its Inception

　　Mitsui Bussan, which was established in Japan in 1876 and engaged 

in domestic and international trade, had dominative power in the Japanese 

economy prior to WWII. This study focuses on its inception period and clarifies 

that Senshu Kaisha, a predecessor of Mitsui Bussan, had a much larger staff 

than had been previously supposed. This study also asserts that Senshu Kaisha 

and Mitsui Bussan, in their inception periods, had employed some graduates 

of Keio Gijuku. It is supposed that those graduates had studied Western-style 

bookkeeping and foreign language in Keio Gijuku, and that they had therefore 

played an important role in the accounting or foreign trade departments of 

Mitsui Bussan.
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